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文部科学省、経済産業省からの情報 

東京農工大学名誉教授 亀山秀雄 
 

１．公募開始 

平成 28 年度プログラムマネージャー

（PM）育成・活躍推進プログラム 

下記のホームページで公募中 

平成２８年５月１１日（水）～平成２８年

６月１０日（金）１４時 

http://pm-jinzai.jst.go.jp/applic

ation/h28/ 

「JST では、これまでの経験を生かし、

橋渡し機能強化の要望・期待に応え

るため、平成２７年度より、プログ

ラム・マネージャーを育成するため

の 「プログラム・マネージャー（PM）

の育成・活躍推進プログラム」（以

下「PM 育成プログラム」という）を

実施しており、平成２８年度も PM

育成プログラムの研修生の一般公

募を開始いたしました。」    

応募要領 下記から入手できます。 

http://pm-jinzai.jst.go.jp/appl

ication/h28/media/ApplicationGu

ide2016.pdf
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２．文部科学省の科学技術イノベーシ

ョン人材育成施策 

文部科学省は、天然資源に乏しく、

また今後も人口減少が見込まれる我

が国において、科学技術イノベーショ

ン政策を強力に推進していくために

は、これを担う優れた人材を絶え間な

く育成、確保していくことが不可欠で

あり、このような人材に係る取組は、

国として特に重点的かつ横断的に取

り組むべきものとしています。このた

め、初等中等教育段階から、大学学部、

大学院、社会人に至るまで、連続性を

持った取組を総合的に推進していま

す。その中で、科学技術イノベーショ

ン人材の育成・確保に関する平成 28

年度の情報です。 

前項の PM の育成・活躍推進プログラ

ムは、この予算処置に基づいています。

 

 
 

3. NEDO のエネルギー・環境新技術

先導プログラムのプログラムマネー

ジャー 

NEDO は、平成 26 年度から「エネルギ

ー・環境新技術先導プログラム」を実

施しています。概念図を以下に示しま

す。これは、エネルギー・環境分野に

おいて、2030 年以降の実用化を見据え

た革新的な技術・システムの研究開発

テーマを広く公募し、優れた研究開発

テーマについて産学連携の体制で研

究開発を行うものです。 

 本事業の実施にあたっては、研究開

発をより効果的に推進するために、5

つのプログラムを設定しました。そし

て、プログラム内の研究開発テーマを

調整するとともに、プログラム全体の
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最適化を行う役割を担っていただく

者をプログラムマネージャーとして

配置し、各プログラム内の研究開発を

一体的に推進するとして平成 27 年度

にプログラムマネージャーを公募し

ました。設定された 5 つのプログラム

と選出されたプログラムマネージャ

ーは以下のとおりです。 

表 1 プログラム及びプログラムマネージャー 

•  

•  

４．革新的研究開発推進プログラム

（ImPACT）におけるプログラムマネー

ジャーの役割 

 ImPACT の概念図を次ページに示し
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ます。このプログラムは、先端研究開

発の成果を産業や社会の変革につな

げていくため、研究開発のデザイン

力・マネージメント力と、我が国のト

ップ レベルの研究開発力とを結集し、

革新的な研究開発を強力に推進する

ものです。米国 DARPA のモデルを参考

に、実現すれば産業や社会のあり方に

大きな変革をもたらす革新的な科学

技術ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝの創出を 目指し、ハイ

リスク・インパクトな挑戦的研究開発

を推進しています。総合科学技術会議

（CSTP）が設定したテーマに対し、プ

ログラムマネージャー（PM）を厳選し、

研究開発の企画から遂行、管理に至る

まで大胆な権限を PM に付与して目標

達成を求めることにしています。 

 
 
５．プログラム立案 
ＤＡＲＰＡ（米国防総省・国防高等研

究計画局）のプログラムでは、プログ

ラムマネージャーの役割が重視されて

います。詳細は、次号で紹介しますが、

プログラムの立ち上げの際に以下に示

す構想と「ハイルマイヤーの質問」に

対する的確な回答を示すことが求めら

れています。ごれからプログラムをス

キームモデルでスタートする際に参考

になると思います。 
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出典：経済産業省資料

http://www.meti.go.jp/committee/sankoushin/sangyougijutsu/kenkyu_hyoka/
pdf/002_03_00.pdf 


